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―― どのような研究内容か？

私たちは、顔や肌の色や質感（きめ、シミ・ニキビ・ソバ
カス等のテクスチャ、くすみ感・つや感等）を瞬時に判断す
ることができます。では、なぜそのような判断ができるので
しょうか？何を手がかりとしているのでしょうか？それらの
知覚メカニズムは、まだ少ししか明らかになっていません。

本研究では、肌の色と質感の見えがどのように決まるのか、
という知覚メカニズムを解明しようとしています。視感評価
実験の結果と肌の計測データの分析をすることにより、顔の
明るさ認識に対する色相の影響、顔色の識別能力、肌の色と
テクスチャが肌質感の認識に及ぼす影響、などの課題に取り
組んでいます。

例えば、日本人女性の顔を用いた実験では、明るさを表す
指標である明度が等しい場合でも、赤みを帯びた顔は黄みを
帯びた顔よりも明るく見えることを示しました。（図１）これ
は、肌の知覚は特別であり、従来の色彩学の知見が当てはま
らないことを意味します。その理由として、肌色特有の色分
布特性や肌色変化に適応した知覚メカニズムの存在が考えら
れます。

そこで、肌色を構成する主要な色素成分であるメラニン、
ヘモグロビンに注目しています。メラニンは日焼け等で増加
し、ヘモグロビンは血流の変化で増減します。ヘモグロビン
増減、メラニン増減による顔色の変化をシミュレーションし
て、顔色変化の識別能力を調べる実験を行っています。（図
２）現在得られている結果では、赤みが増す方向（ヘモグロ
ビン増加方向）の変化に対して、より敏感であることが示さ
れています。これは、短期的な運動や情動の変化を判断する
のに有利なためと考察していますが、さらに検証が必要です。

また、肌画像、パターン画像、顔画像を用いて、どのよう
な色素斑（シミ）が目立つのかを調べています。（図３，４）
一番目立つのは、やはり大きく濃い色素斑ですが、同じ総面
積の場合は小さい色素斑が沢山あるより大きいしみが１つの
方が目立つ、同じ色素斑でも顔の位置によって目立ち方が異
なる、といった知見も得られつつあります。

図１：�肌の色相に影響を受ける明るさ知覚：赤みがかった肌
（右）の方が黄みがかった肌（左）よりも明るく見える。

図２：�メラニンとヘモグロビンの増減による顔色変化のシ
ミュレーション
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―― 何の役に立つ研究なのか？

肌の色や質感は、人の健康状態、年齢、顔印象、感情など
の判断に関わる重要な情報です。私たちの視覚特性は、環境
に適応して進化、発達しています。肌の色や質感を認識する
ためにどのような知覚メカニズムを形成しているのかを調べ
ること自体、非常に面白いと思います。その知覚特性を明ら
かにすることができれば、肌色の見えを正確に表す色の見え
モデルや表色系の構築、さらに、画像、化粧品、医療など多
岐にわたる分野での応用にもつながります。

―― 今後の計画は？

引き続き肌の知覚特性を調べ、その定量化をしていきたい
と考えています。また、人種や環境、文化による色分布や色
変化、表情の出方、好みなどの違いが顔の色知覚と情動認識
に影響するのか、異文化比較にも取り組み始めています。も
し環境により肌知覚が異なるならば、知覚メカニズムを明ら
かにする手がかりになりますし、異文化コミュニケーション
にも役立つかもしれません。

―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

▶http://vision-lab.tp.chiba-u.jp

―― �成果を客観的に示す論文や新聞等での掲
載の紹介
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図３：�色素斑（シミ）の目立ち評価に用いた肌画像とパター
ン画像の例

図４：�顔画像を用いた、色素斑（シミ）の目立ち評価実験結
果の例


